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講義計画

第1回　オリエンテーション
第2回　自己紹介で好印象をあたえよう
第3回　きっかけを語ろう
第4回　依頼・指示
第5回　なくした体験を語ろう
第6回　許可を求める　
第7回　許可を与える　
第8回　町の様子を話そう
第9回　自分の町紹介
第10回　動きの順序を説明しよう
第11回　確かな情報・不確かな情報　（１）
第12回　確かな情報・不確かな情報（２）
第13回　復習
第14回　まとめ
第15回　フィードバック

第16回　 近の出来事を話そう　（１）
第17回　 近の出来事を話そう　（２）
第18回　伝言　電話の受け答え
第19回　ストーリーを話そう　
第20回　文句を言う
第21回　健康について話そう
第22回　健康について話そう（２）
第23回　将来の夢を語ろう　
第24回　提案を述べる
第25回　グラフや表を説明する
第26回　働くことの意義について討論
第27回　困ったことを伝えて交渉する
第28回　まとめ
第29回　まとめ
第30回　フィードバック

テキスト 授業中にプリントを配布する。

参考書
『日本語上級話者への道』荻原稚佳子・増田眞佐子他/スリーエーネットワーク・
『聞いて覚える話し方　日本語生中継』中･上級編　椙本総子・宮谷敦美/くろしお出版
『日本語超級話者へのかけはし』荻原稚佳子・齊藤眞理子他/スリーエーネットワーク

目的と概要
聞き手と話し手のよりよい人間関係作りに必要な表現とコミュニケーションの進め方を学ぶ。
また話に一貫性や結束性があり、段落を構成する能力を持てるようにする。
主に会話の練習を行うが、コミュニケーションをとるために必要であるリスニング練習も毎回行う。

成績評価法 授業時の発言を含む平常点＋前期後期テスト

開期 通年 水曜日4限

授業テーマ 日本語で場面や相手によってふさわしい言語形式を使い、円滑にコミュニケーションができるようにする。
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担当教員 阪上　彩子

配当 文  1･教育1･人間1

2009年度




